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論文内容の要旨
本論文は， r続日本紀J r日本後紀J r続日本後紀J r 日本文徳天皇実録J r日本三代実録J のいわゆる「五国史」に
見える約二三五詔の宣命について，その文章の構造と，助詞・助動詞の表記の変遷とを中心に，国語学的に考察した
ものである。
第一編「宣命の文章構造」は，第一章「ノリタマフ系宣命の文章構造j，第二章「マヲス系宣命の文章構造」から
成る。ノリタマフ系宣命の冒頭表現や末尾表現などに見える「衆聞食」は，天皇自身の言葉であるか，宣命を代読す
る宣命使のそれであるか，論争もありこれまで定説を見なかったが，本論文は，冒頭表現および末尾表現の類型化を
行って考察し，宣命の文章は，宣命使がこれから宣布するものが天皇の大命であることを聴衆に伝えるところの冒頭
表現と，天皇の大命である本文・末尾表現とから成り立っており，宣命を実際に読み上げるのが宣命使であっても
「衆間食」は天皇自身の言葉であり，基本的に宣命使の立場が文章上に現れることはないことなどについて論じる。
また，同様にマヲス系宣命について述べ，祝詞との比較により一つの冒頭表現の古さなどについて述べる。
第二編「宣命体表記の変遷」は，第一章「宣命の助詞表示j，第二章「宣命の『を」格表示j，第三章「宣命の漢文
助字一一助詞相当の助字について一一j，第四章「同一一ー助動詞相当の助字について一一」から成る O 宣命体表記は，
宣命小書体として，助詞・助動詞や用言の活用語尾を万葉仮名で小書きするのが原則とされるが，助詞・助動詞の表
記の実際は，万葉仮名表記の他に，漢文助字を用いる場合も，表記せず読み添える場合もある。本論文は， r五国史」
宣命の読添え・漢文助字の変遷について考察し，連体格「が」の読添えや連体格の漢文助字「之」等を除いて基本的
に万葉仮名表記される割合が高くなって行くことを示し，また，その方向とやや異なるものについて考察を加えてい
る。
論文審査の結果の要旨
宣命の研究は，本居宣長以降これまで「続日本紀J 宣命を対象とするものがほとんどであったが，本論文では『日
本後紀j -- r 日本三代実録』のいわゆる「四国史」を含む「五国史」を対象としており，宣命全体を通して考察しよ
うとしている点がまず評価できょう。
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宣命の文章は， r衆間食J が天皇の言葉であるか宣命使のそれであるか定説を見なかったが，本論文では， 冒頭表
現と本文・末尾表現とを分けて考えるという新しいとらえ方を示している。これは，時枝誠記氏の説にやや近いもの
の，新しい説として注目されてよい。
宣命では，助詞・助動詞を万葉仮名で小書きする他に，漢文助字を用いることも，読添えにすることもある。本論
文は，漢文助字が連体格「之」等を除いて減少し，万葉仮名表記されて行くことを示すが， これは従来確認されてい
なかったことである。また，宣命の読添えは，五音・七音の韻律を持ち先行研究もある万葉集と異なり確定が難しい
が，本論文は，類型表現・定型的表現の比較や， rを」格をとる同じ目的語と動詞との組合せの比較によるなどの方
法により，読添えは連体格「が」を除いて減少し，万葉仮名表記されて行くことを示すD 宣命の読添えは新しい研究
であり，その困難をかなり克服していると見られる。漢文助字も読添えも減少し，ともに基本的に万葉仮名表記され
て行くという変遷の方向が示されるが，これらの点は，宣命の従来十分に研究されていない分野について，以前より
対象を広く考察し，あるいは新たな方法で，新しい研究を進めてきたと言える。
助動詞の読添えにふれられていないのは困難ながら不十分であり，原典による調査も必要である o また，宣命全体
の研究としては他にとり挙げるべき問題もあろうが，それらはこの論文の価値を損う訳ではな L、。今後の課題として
述べられる祝詞や片仮名宣命体資料等の研究とともに，研究が大成されることが期待される o なお， 1999年 2 月 23 日
に本論文の公開の口頭試問を行い，最終試験を終えた。上記のようであるので，本研究科委員会は， 本論文を博士
(文学)の学位にふさわしいものと認定する。
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